
＜都市住民等との交流を実施している事例＞

○多面的機能の発揮に向けた都市住民との交流

１．集落協定の概要

市町村･協定名 富山県富山市八尾町布谷
とやましやつおまちぬのたに

協 定 面 積 田（100％） 畑 草地 採草放牧地
17.5ha 水稲

交 付 金 額 個人配分 50％
315万円 共同取組活動 農道水路管理費等 4％

（50％） 共同利用機械購入費 26％
水路農道改修等整備費 11％
多面的機能増進活動費 9％

協定参加者 農業者27人、布谷営農組合（構成員24人 、NPO法人富山子ども遊ばせ隊）

２．取組に至る経緯

昭和55年に営農組合を設立し、オペレーターを中心に営農活動を行ってきたが、農業

者の高齢化により担い手の不足、耕作放棄地の増加、米価の低迷による農業所得の減少

等が深刻な問題になってきた。

平成12年より中山間地域等直接支払制度を活用し、共同防除を行うなどオペレーター

の労働の軽減を図り、高齢者にも取組みやすいものとした。

また、平成17年より基幹的農作業（3作業以上）の共同化に取組み、NPO法人や集落外

の住民との連携による体験農園やビオトープの設置など多面的機能増進活動に取組んで

いる。

３．取組の内容

耕起、代掻き、田植え、刈取作業までの協業機械の共同利用や効率的作業計画の策定

等による作業効率化を図り、労働時間の短縮と省力化に努めている。

また、山菜の栽培を通じ、都市住民（NPO法人富山子ども遊ばせ隊等）との交流を図

る体験農園やビオトープ（トンボの池）づくり、田植え稲刈り体験等を行い地域農業の

活性化を促進している。

田植え体験 稲刈り体験



［集落の将来像]
○農業者の高齢化や後継者不足が問題となっている中 「がんばれ布谷（のんたん 」をキャッチフレ、 ）
ーズに農業機械の共同化を進め農業の継続を図る。

［将来像を実現するための活動目標]
○農業機械の共同利用を進め、農業の継続を図る。集落外のNPO法人及び市民との連携により体験農園、
ビオトープなどの多面的機能増進活動に取り組む。

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動 農業生産活動の体制整備

農地の耕作・管理 田17.5ha 市民農園の開設・運営、 機械農作業の共同化（ ）
ビオトープによるトンボ ・農地の計画的利用の促進によ
の池づくり（0.2ha） り、オペレーターの労働力の軽

営農組織 減と共同防除の推進
（目標11ha、H21実績11ha）

共同取組活動
共同取組活動

水路・農道の管理
・水路 年2回（4月、6月）

清掃、草刈り 多面的機能の持続的発揮に向け
・道路、年3回（4月、6月、9 た非農家・他集落等との連携
月）巡視、簡易補修、草刈り 野菜・山菜の栽培作業体験（NP

O法人富山子ども遊ばせ隊10数
共同取組活動 名、市民3家族、年3回）

共同取組活動

４．取組による変化と今後の課題等

営農組合設立30年目となり、営農組合が中心となって集落営農に取り組んでおり

農業機械も計画的に整備されている。野菜や山菜を中心とした市民農園を開設・運営

することにより都市住民との交流が盛んになり地域が活性化した。

近年、役員等の高齢化が進む中で、厳しさを増す農業情勢に対応すべく、より効

率的な農業経営を行っていく必要がある。

［平成21年度までの主な成果］
○ 機械・農作業の共同化（当初11ha、目標11ha、実績11ha）
・基幹3作業以上の農業機械の共同利用の継続
・ラジコンヘリによる共同防除の徹底と高齢者への労働力の軽減の継続

○ 多面的機能の持続的な発揮に向けた都市住民等との連携
・体験農園参加者（20名(H19)、20名(H20)、20名(H21) 各年3回）


